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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・新型コロナウイスルに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

・デイケア保険の継続・新規について利用者様に案内中。不明点は鳥谷部まで。
・データベースの見直しを3月中に行う。詳しくは鳥谷部まで。

＜研修案内＞

・第9回院内研修

日　時：令和2年3月11日（水）、12日（木）17:30～18:30
場　所：メンタル3階会議室
テーマ：｢行動制限について(実技)｣
講　師：東病棟　金谷Ns

＜利用者様情報＞
デイケア
・上川原　豊様　～本人より電話があり、やや興奮した口調で「もうデイケア辞めるよ。先生に相談する。」と話している。先日の特定女性利用（淡路智恵子様）に強く言われた件でそう思ったのか確認すると「うん。自分はただ聞いただけなのに。」と返答しており、相手の機嫌が悪かっただけであり、上川原様は悪くない事を伝える。デイケアを辞めた場合、訪問看護のみになる為心配であると伝えるが「やる事はいっぱいあるよ。」と話している。急に以前のアパート火災の話になり、「俺が助けたんだ。」と涙声になっており、大変な思いをした事を共感すると「少し心を落ち着けます。」と言い、終話している。その後、再度電話があり「坐骨神経痛でデイケア休みます。」と落ち着いた口調で話しており、ゆっくり休養するように助言し終話している。訪問看護師へ情報提供している。
・山本　真智子様～外来看護師より情報提供がある。8時15分本人と父様から電話あり、昨日幻聴に耐えられず死のうと思い手首と両乳首をハサミできったとの事。父様からの情報では傷は浅く、他科受診し止血処置などはしていない。入院は希望せず、とりあえず本日受診し薬剤調整を希望し、。本日父様付き添いで急遽受診となったとの事。診察では「人生疲れました」と言う事がある。2月から始めた仕事は、当初はフルタイムであったが最近は3時間に変更し、症状は緩和されてきた様子。ただ、夜間に寝られなくなることが多くなっていた。仕事は、今のペースで続け、薬は必要時に頓用薬を服用する事となった。
デイナイトケア
・奥山　以依子様～余暇時間中、テレビ観賞をしながら過ごしている。テレビ番組にてダンスの特集を取りあえげているのを奥山様が観ると、突然立ち上がり、四肢をばたつかせている。スタッフが声をかけると「テレビでかっこいいダンスやってたもんで」と発言し、転倒の危険性があることを伝えると「そうですか」と話し、着席している。その後、運動療法前に上着を脱ぎ、半袖のみとなっているため、再度声掛けをすると「寒いけど、さっきのダンスも半袖でした。エアロビの先生もいつも半袖です」と返答している。寒いのであれば、上着を着用した方が良いことを伝えると、渋々納得し1枚上着を着用している。
ショートケア
・特記無し
＜外来患者様情報＞

・鎌田 慶一郎様～本日、受診時の訴えは「まだふらつきがあります。立ってるのもつらくなるときあります」と話している。スタッフからの情報としては、処方薬を減量してから、以前よりも動きは良好になっているようである。夜間睡眠はとれている。普段のプログラムは入浴や洗濯も行っていて、本人も困難なことはないという。食事摂取もできている。痺れ感や痛みはまだあるという。
・山本 真智子様～昨日、幻聴が強まっていたときに自身で左手首と胸の乳首付近に自傷することがあった。出血があったが、止血はしている。その際に「人生疲れました」と言ってくることがあった。2月から始めた仕事は、1ヶ月が経過しているが、当初からフルタイムでやっていたのだが最近は3時間でやっているのでそのあたりは緩和されてきたと思われる。ただ、それでも、夜間に寝られなくなったりすることが多くなっていた。それで、仕事は、今のペースで続けていき、薬は必要時に頓用して頂くものを処方していく。
・中村 鶴子様～最近の様子としては「頭が空っぽ状態がまだ続いていた」と話している。家の母親の薬を管理しているが、どこに薬は行ったか分からなくなったり、仕事中も他の利用者がやっているのをみてもっと良いやり方があると思っても、その時言い忘れてしまうなどのことがあったという。全体的には著変なく落ちついていると思われる。
・田向 玲美様～最近は、コロナウイルスが怖くて、デイケアは来ていなかったという。精神症状としては全体的に鎮静化されている印象がある。ただ、未だに他者のプライバシーに関することを口外したりしていることがあったようである。やや、日中の眠気はあるようであるが現在の処方で継続していく。食べてばかりいる様で太った、と話している。
・川村 享様～BW：70.1kg大丈夫です、と。食事や睡眠とれている。減量を勧める。引き続き経過観察。
・田名部 一樹様～作業所に真面目に通う事ができている。作業自体は、開始直後は良いが疲れが溜まってくると雑になってくる、などという。コミュニケーションについて話がかみ合わない、話のつながりが薄い、と自身のコミュニケーション能力について気にしているところがある。処方継続。
・小笠原 キワ様～BP：107/62　R:83のどが痛くて風邪かもしれない。肺炎かも、などと笑いながら話す。精神面では特に変化はない。処方継続する。
・鈴木 碧様～「嫌われているのではないか」「過去の嫌なことを思いだしてしまう」等があり気になって受診。薬剤調整実施。

・曽我 泰庸様～BP：106/71　R：75著変なし。断酒は継続できているという。処方継続。採血定期検査。
・櫻川 貞二様～断酒は継続できている、と本人は話す。処方継続。
